
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 学校教育目標 
   健康で豊かな人間性を備え、高い専門性と創造力を身につけた、社会に貢献できる産業人を育成す 
  る。 
 

２ 目指す学校像 
   ○ 心身の健康とともに、自己を取りまく社会や環境にも配慮できる生徒を育てる学校 
   ○ 部活動・生徒会活動・学校行事をとおして、豊かな心と広い視野をもった生徒を育てる学校 
   ○ 情報制御・商業・家政・介護福祉各科の特性に応じた目的意識をもち、意欲的に学業に取り組む 
     生徒を育てる学校 
   ○ キャリア教育や地域との交流をとおして、地域社会の発展に貢献できる生徒を育てる学校 
 

３ 募集する生徒像 
   本校の教育目標・目指す学校像を理解し、次の(1)から(5)までのうち、複数に該当する生徒 
   (1) 明確な目的意識をもって学習する生徒 
   (2) 部活動・生徒会活動・学校行事などに前向きに取り組む生徒 
   (3) 資格取得をとおして進路実現を目指す生徒  
   (4) 地域社会に貢献する意欲をもった生徒 
   (5) 身だしなみや挨拶、言葉遣いなどのマナーを身に付けた生徒 
 

４ 特色選抜の定員の割合 
   情報制御科 ３０％程度  
   商業科      ３０％程度 
   家政科   ３０％程度  
   介護福祉科 ３０％程度 
 

５ 特色選抜に出願するための資格要件 
   本校で学ぶために必要な能力を備え、次の(1)に該当する者、または(1)及び(2)の両方に該当する者 
   (1) 志願する科について、各々が示す内容に該当する者 
       【情報制御科】 
      ものづくりや工業に興味・関心がある者で、将来の技術者を目指し、積極的に学習に取り組む 
     ことができる者 
     【商業科】 
       簿記やコンピュータに興味・関心がある者で、商業に関する基礎的な知識と技術を積極的に身 

に付けたい者 
     【家政科】 
       衣食住や保育など家庭科に興味・関心がある者で、向上心を持って根気強く知識・技術を習得 

しようとする者 
       【介護福祉科】 
       コミュニケーション能力があり、福祉に興味・関心がある者で、介護福祉士の資格取得を強く 

希望する者 
   (2) スポーツ活動、文化活動、生徒会活動などに前向きに取り組んだ者で、高校入学後も積極的に活 
     動する意志のある者 

所在地
 〒327-0102 栃木県佐野市出流原町643-5 
           TEL 0283-25-1313  FAX 0283-25-3143 

学 科 情報制御科、商業科、家政科、介護福祉科 

ＵＲＬ https://www.tochigi-edu.ed.jp/sanoshooh/nc3/ 

栃木県立佐野松桜高等学校 



 
 

６ 特色選抜の方法 

選抜方法 内   容 

面 接 

【情報制御科】・【商業科】・【家政科】個人面接 時間１０分程度 
 （中学校で習得した基礎的な学習に関する口頭試問を含む。） 

【介護福祉科】個人面接 時間１０分程度 

作 文 【全学科共通】時間３０分 字数３５０～４００字 

 
７ その他、特色選抜における特記事項 
   なし 
 

８ 特色選抜における選抜の手順等 
   【資料の取扱い】 
    １ 志願理由書は、調査書とともに資格要件の確認及び面接時の参考資料として用いる。 
    ２ 調査書は、「各教科の学習の記録」（第１学年～第３学年）の評定（選択教科を除く）を合計 

する。（１３５点満点） 
      また、調査書の点数化されない部分については、資格要件に該当するものを評価する。 
    ３ 面接及び作文は、段階評価を行う。 
 
   【選抜の手順】 
     次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分の内容を考慮して総合 

的に選抜する。 
     第１次審議 

【資料の取扱い】の２で点数化した部分の合計点数の順位が、特色選抜の募集定員の８０％以 
内にある者（ただし、受検者が定員に満たない場合は、受検者の８０％以内にある者）で、面接 

    ・作文の評価において、適性があると認められた者を合格内定とする。 
 
    第２次審議 
      第１次審議で合格内定となった者を除いた受検者のうち、【資料の取扱い】の２で点数化した 

部分の合計点数の順位が、特色選抜の募集定員の１００％以内にある者（ただし、受検者が定員 
に満たない場合は、全ての受検者）で、資格要件の(2)に該当する事項が特に顕著であり、面接･ 
作文の評価において、適性があると認められた者を合格内定とする。 

 
     第３次審議 

第１・２次審議において、合格内定となった者を除いた全ての受検者について、全ての検査結 
果を総合的に判断して、合格内定者を選抜する。 

 
  


